


































れに続けて第 3 章では，第 2 章での内容をより具体的な授業展開の中で論じ
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1．書類は速達で出しましたから，あした着くはずです。 
2．テレサさんの熱は下がるでしょうか。 
















係員  ：すみません。どちら様でしょうか。 
タワポン：タワポンといいます。 


















 教師 ：皆さんの住んでいるところは，アパートですか。マンションですか。 
 学生Ａ：アパートです。 
 学生Ｂ：私は大学の寮です。 
 教師 ：そうですか。じゃあ，皆さんの部屋には，エアコンはありますか。 
 学生 ：はい。 






 教師 ：じゃあ，私が電気屋です。電話してみてください。 
 学生Ａ：「もしもし。わたしはＡと申します。エアコンが壊れました。」 
 教師 ：でも，電話の向こうの人はだれかわかりませんよね。 
 学生 ：「もしもし。××電気店ですか。エアコンが壊れました。」 
 教師 ：そうですよね。店の名前を聞かなければなりませんね。 
     それから，お願する時の表現がありましたよね。 
 学生 ：……（学生答えられず） 
 教師 ：「～たいんですが。」（板書する） 
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     じゃあ，Ｃさん，今までの電話を始めからしましょう。 
 学生 ：「もしもし。××電気店ですか。あの，エアコンの修理をお願い
したいんですが。」 
 教師 ：いいですね。じゃあ，エアコンが壊れた時の問題は何がありますか。 
 学生Ｄ：風が出ません。 
 学生Ｅ：風が冷たくないです。 
 教師 ：それは「風が冷たい」に変わらないんですよね。 
 学生Ｅ：はい。そうです。 
 教師 ：それは，「風が冷たくならない」と言った方がいいですね。 
     「風が出ない」「風が冷たくならない」これは，エアコンの問題
ですよね。機械の問題，これを「症状」と言います。 
     じゃあ，Ｅさん，また始めから電話をしてください。 
 学生Ｅ：「もしもし。××電気店ですか。」 
 教師 ：「はい。××電気店です。」 
 学生Ｅ：「あのう，エアコンの修理をお願いしたいんですが。」 
 教師 ：「どんな症状ですか。」 
 学生Ｅ：「風が冷たくならないです。」 
 教師 ：問題の説明をするから，どんな言い方がいいですか。 
 学生 ：「～んです」 
 教師 ：そうですね。「～んです」を付けたほうがいいですね。 
 学生Ｅ：「風が冷たくならないんです。」 
 教師 ：ああ，いいですね。 































 教師 ：約束の時間に電気屋さんが来ません。約束は 3 時です。 
     今は 4 時です。どうしますか。 
 学生Ｆ：電気屋さんにまた電話をします。 
 教師 ：じゃあ，Ｆさん，また電話してください。私が電気屋です。 
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 学生Ｆ：「もしもし。エアコンの修理がまだ来ません。」 
 教師 ：エアコンの修理は，約束したこと，日本人は時間を守りますよね。
Ｆさんは，約束は 3 時。絶対来ると思っていますよね。 
 学生Ｆ：はい。 
 教師 ：約束は何時でしたか。 





 教師 ：いいですね。もう少しきれいな日本語にしましょう。 
     「エアコンの修理，3 時ごろ来るはずなんですが，まだ来ないん
です。」 
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